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論 文 内 容 の 要 旨
犯罪現象は人間のあらゆる生活状況の中で発生するものであるが、その原因、動機、犯行手口等の態
様は少年 と成人、男性 と女性、そして各罪種によってもさまざまである。社会的には成功水準に達 して
いると認められている、いわゆるホワイ トカラーによる犯罪は他の一般犯罪とは異なる態様を有すると





















し、 この種の犯罪は多 くの研究者が課題放棄 してきたようにきわめて複雑で多面的解明を必要 とす る
が、本研究においては社会心理学の側面からこの問題に接近することを課題 とする。













定することとした。 自然人 とは異なる法人組織体 に対して法的有責性が問えるか との疑問に対しては、
最近の我国刑事政策の動向をも考慮 して、当然ながら肯定の立場をとることとした。有罪判決のない段
階での違法行為を犯罪 と同列に扱うことの可否についても、肯定の立場をとる。何故ならぼ、もしもこ
の種の行為 を犯罪ないしは逸脱行為の範疇か らも除き考察外 とするな らば、法的加罰から免れることの
多い組織的犯罪について、その本質を追及することはほとんど不可能になるし、また本研究は法的責任
を直接に問題 にする性格のものではないか らである。さらにホワイ トカラーという比較的高い社会階層
に属する人々の犯行だか らといって、他の犯罪者 と異なる理論を適用するのは間違っているとの見解 も








し、それぞれのパーソナ リティー特徴 も異なるはずである。 しかし、 ここでは組織的犯罪者を対象 とし
て、その個人的性格特徴 とそれが組織内において変容され、反社会的価値をも内在化 して組織人として
の社会的性格を形成 していく過程について述べた。さらに、彼 らが犯行に至る一般的動機 としての成功






れる事情、組織内派閥への加入 と忠誠心、 ヒーラルキーによる犯行機会の多寡にっいて論 じた。
6章では企業犯罪の統制方策について米国犯罪学界の代表的論争を紹介 した。企業に対 しての刑事処
分を強化すべきだ とする対立主義 と、行政処分が有効だ とする協調主義の両極の間にさまざまな議論が














現実問題 として、組織体内の責任帰属に関する最 も重要な課題は 「帰服犯罪」における責任帰属問題
である。現代社会においては企業に限らず多 くの個人は、いずれかの組織の一員 として社会活動をして
いるが、上司か らの命令 ・指示 ・教唆の心理的圧力に屈して不本意ながら逸脱行為に走 らざるをえない
事態が往々にして発生する。その場合、圧力を加えて強制 した上司と実行させ られた部下 との間で、責




8章は日本人の罪悪感の特徴 にっいて論 じた。罪悪感はS.フロイ トの超 自我説にも見 られるように
「見 られる自己」 としての客体的自我と 「見 る自己」 としての主体的自我の自我内部での対立的二重構
造の成立を前提 として形成 されると考 えるが、西欧人 とは異なって日本人の主体的自我は特異な社会文
化環境のもとで身内意識の中に埋没してしまい、自己内面での厳 しい対立を経て自己完結する主体的自
我構造が脆弱な点に特徴が見出せる。 このような日本人の自我の特徴を 「共生的自我構造」 と筆者は名
付けた。 したがって行為の主体 としての自覚が乏 しく、自己の悪行に伴 う感情 も帰属する集団の反応に
影響 され、周囲の人間からどう評価 され、 どんな感情を持たれるかということが最大の関心事 となる。
この傾向は非行少年や一般の犯罪者だけでな くホワイ トカラー犯罪者においても認められ、他国のホワ




ホワイ トカラー犯罪の定義 としては 「合法的組織体活動に従事する者が、組織の利益 目的実現のため
に業務機構を活用 し、あるいは私欲充足のために自己の組織上の地位、役割、社会的信用を利用 して犯
す違法行為」 とする。そして前段の組織 目的実現のためのものを 「組織的犯罪」 とし、後段の私欲充足
のためのものを 「業務上犯罪」 として区別して混乱を避け、本研究の主目標はあくまでも組織的犯罪で
あることをあきらかにした。
研究を進めていく軌道をはっきりさせ るために、考察上の六っの視点を示 した。それらをキーワー ド
として示せば、「組織文化」「社会的性格」 「組織と個人」「価値葛藤」「比較文化」 「一般性と特殊性」 と
なる。















したとされた大学教授については逸脱に至 るパーソナリティーの変貌過程を中心に論述 した。参考 とし
てフランスでのHIV事件の結末報告 と米国でのダル トン ・シール ド(避妊リング)事件についての研究
報告を紹介したが、 これ らの内外事例か ら企業逸脱の組織的過程 と経営優先の意思決定の共通点が明ら
かになった。
談合事件については東京都の水道メーター発注 と阪神大震災の復旧工事にからむ談合事件を取 り上げ
たが、中心課題を我国に特徴的 ともいえる談合文化の根強い存在 と、それを止むなしと許容 し利益を共
有する政官の慣習の実証に置いた。総会屋事件については政官財界のアッパーハン ド・クラスをも巻 き
込んだ不正融資 ・利益供与事件 と食品会社事件の2事例を取 り上げた。両事件はその規模において著 し
く異なるが、共通基本問題 としてインフォーマルな潜在価値に支配された企業経営の暗部を衝かれたも
のであることを明 らかにすることに重点を置いた。
11章では一般公務員 とエリー ト官僚の汚職を扱った。公務員の汚職事件はいずれ も職務権限の逸脱に
よるものであるが、それには四つの類型があることを示 し、贈収賄発生の組織風土を形成する原因につ
いて論 じた。一般公務員 とエリー ト官僚の汚職は汚職構造自体は同じだが、組織が関わる程度 と複雑性
においていちじるしい差異があるので、複雑なエ リー ト官僚の数事例を分析の対象 とした。官庁の組織
文化に過適応 し業者の過剰接待に無抵抗に応じていた大蔵本省(当 時)の 中堅官僚の事例では、官と業
の相互利益交換を通じての親交によって規範性を麻痺させてい く過程を、また厚生省(当時)事務次官の
業者からの収賄事例では、1人 の有能な官僚が当初の業務への情熱 と誠意をキャリァの昇進 と共に喪失
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本来は犯罪を取 り締まる権力組織であるはずの警察にも逸脱行為が頻発 しているが、事例 として違法
捜査事件 と不祥事隠蔽事件を取 り上げた。いずれも業務の特殊な性格上必要 とされる秘匿主義 と無謬主
義に、過度の使命感 と独善主義および擬制家族主義が加 って、自らの組織防衛のために逸脱を可 とした
ものである。米国ニューヨーク市警の事例を見ても彼我共通の警察独 自の文化が認められるが、さらに
我国の警察組織では一般警官 とエリー ト幹部において別種の副次文化が存在 し、その二重文化のギャッ
プから各種の問題が発生 しやすいことを指摘 した。





事例 といえるが、 さらに彼の逮捕につながった経緯は日本の各界に共通の派閥文化を象徴的に表 したも
の といえる。
































題にっいて米国での調査 と筆者の面談調査の結果 とを比較 して、その共通性 と共 に日本人の特徴 とを指
摘 した。警察や検察での取調べ段階では彼我の法律制度やマスコミ報道の違いから必ずしも同じ反応を




論 文 審 査 結 果 の 要 旨




り、その度マスコミによって大 きく報 じられはしたが、学術的研究 としてはほとんどないに等 しい状態
であった。こうした状況にあって、近年の実際の事件について犯行者に対する面接や裁判の傍聴などを
通して事例分析を加えた本研究は、 この分野における貴重な成果 と言えるものである。
本論文は第1部 の理論編(1章 一9章)と 第II部の事例編(10章一14章)から成 る。理論編では先行
諸理論の検討を試み、それを通 して論者自身のモデルを提起 した。事例編では、 このモデルをもとに我





な論争点は、 自然人 とは異なる法人組織にも法的有責性を問えるか どうか、ホワイ トカラーという社会








らそのパーソナリティーを本質的要因のひとつ とみなすことも論者が特に強調 した点である。4章 では
逸脱の心理学的要因を検討 した。ホワイ トカラー犯罪者は組織の一員 として個人的性格特徴が組織内で
変容され、反社会的価値を内在化した社会的性格を形成する。その過程において成功願望、失敗恐怖、
組織忠誠心などが果たす役割、それに犯行準備性の形成過程 と犯行合理化など、犯罪を誘発する心理的
要因について論述 した。5章 では組織的犯罪における組織要因の意味 とその作用を論 じた。論者は、日
本企業においては公共的価値 と自益価値の拮抗関係が常態的に内在 しており、困難な企業環境の もとで
そのバランスが崩れ、組織的犯罪に至 ると仮定 し、それを三っ観点からモデル化した。6章では企業犯
罪の統制方策について米国犯罪学界の代表的論争、つまり、企業に対 して刑事処分 を強化すべきだ とす
る対立主義 と行政処分が有効だとする協調主義の議論を紹介 し、併せて、最も有効 と考えられる 「強制
的自主規制モデル」について社会学者による調査結果を見なが ら詳細に論じた。7章 では企業犯罪の責
任論について焦点を当て、まず、我国の企業に見 られる4っ のタイプ、即ち、象徴的 トップ責任タイプ、
船長型責任タイプ、被指定責任 タイプ、個人の過誤責任タイプを論 じた海外の研究者たちの研究を取 り
上げた。その後、論者は組織犯罪の本質を 「帰服犯罪」にあるとみなし、組織の一員として社会活動を
する現代人にとって上司からの命令 ・指示 ・教唆の心理的圧力に屈 して不本意ながら逸脱行為に走らざ
るをえない事態が往々にして発生する場合があることを指摘 した。その場合の責任配分は裁判審理にお
ける重要な争点であり、組織 と個人の関係についての考え方による国民性の違いが反映される事柄であ
るとも述べている。8章 では日本人の罪悪感の特徴について論 じた。西欧人 とは異な り日本人の主体的
自我は特異な社会文化環境のもとで身内意識の中に埋没 してしまい、自己内面での厳 しい対立を経て自
己完結する主体的自我構造が脆弱な点に特徴がある。論者は、 このような日本人の特徴を 「共生的自我
構造」 と呼び、これはホワイ トカラー犯罪者においても認められ、他国の同種の犯罪行動 とは異なるパ
ターンを生み出 していることを指摘 した。
9章では以上の理論的考察を総括 し、日本におけるホワイ トカラー犯罪を解明するための論者自身の
研究プロジェク トを提示した。論者はホワイ トカラー犯罪を 「合法的組織体活動に従事す る者が、組織
の利益目的実現のために業務機構を活用 し、あるいは私欲充足のために自己の組織上の地位、役割、社
会的信用を利用 して犯す違法行為」と定義、そのうち、組織目的実現のためのものを 「組織的犯罪」、私












は事件に係属 した製薬会社3代 の社長の責任帰属判断、厚生省係官による組織防衛 と官業癒着の実態、
製薬会社に加担したとされた大学教授の逸脱に至るパーソナ リティーの変貌過程を中心に論述 した。談




供与事件 と食品会社事件の2事例を取 り上げた。両事件はその規模において著 しく異なるが、共通基本
問題 としてインフォーマルな潜在価値に支配された企業経営の暗部を衝かれたものであった。ll章では
一般公務員 とエリー ト官僚の汚職を扱った。公務員の汚職事件はいずれも職務権限の逸脱によるものだ
が、論者はそれらを4類型に分けた。官庁の組織文化 に過適応 し業者の過剰接待に無抵抗に応 じていた
大蔵本省(当 時)の 中堅官僚の事例では、官 と業の相互利益交換を通じての親交によって規範性を麻痺
させてい く過程を、また厚生省事務次官の業者か らの収賄事例では、1人 の有能な官僚が当初の業務へ
の情熱 と誠意をキャリアの昇進 と共 に喪失 し、権勢欲によって転落 してい く過程を個人生活史 として叙
述 した。論者はこれら2事例 をいずれも、民業を支配する官庁の伝統的組織文化に汚染 されて、本来の
個人的性格を歪め組織人 としての誤った社会的性格を形成 した末の転落事例 とした。本来は犯罪を取 り
締まる権力組織であるはずの警察にも逸脱行為が頻発しているが、本論文では違法捜査事件 と不祥事隠
蔽事件を取 り上げた。いずれも業務の特殊な性格上必要 とされる秘匿主義 と無謬主義に、過度の使命感
と独善主義および擬制家族主義が加って、 自らの組織防衛のために逸脱を可 としたものである。12章で
は政治家の汚職事件を取上げたが、 ここでは我国の政治風土が重要な要因である。選挙民 と政治家の間





表 したもの といえる。地方政界においてはさらに古い地元文化 との結合によって、公共事業による土建
業界 との癒着構造が堅固であり、そのために本人が逸脱の明確な意思を抱かないままに、汚濁水路に不
用意に引き込 まれていった自治体首長の2事例 も取上げられている。13章では一般サラリーマンの汚職
事件を扱った。 この種の事件 は会社の利益のために犯す組織的犯罪 とは異な り私利私欲が動機であ り、





あるが、動機面か ら見る限 りは一般の財産犯 と変わるものではない と、論者はその犯罪心理を解析する。
14章ではサ ンクシ ョン問題が取上げられた。社会的地位の高い犯行者 は寛刑で扱われるとの所謂ダブ
ル ・スタンダー ド問題は必ずしも明確ではなかった。最後に、論者はホワイ トカラー犯罪者が裁かれる
過程また服役中に示す反応を米国での調査 と比較 し、日本の組織的犯罪者が組織を離れ ると比較的容易










者 自身の行刑施設勤務経験によって補われた点 もあるとはいえ、限界 もあると言わざるを得ないであ
ろう。




研究の発展に寄与するところは極めて大 きい と考 えられ、よって、本論文の提出者は、博士(文学)の
学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ る。
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